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　　　　　　　　　　☆講　　　演☆

◇助教授　中村英夫　「Applicatlion　of　photogramrnetry　and

electronie　data　precessing　in　highway　design」土木工学へ

の写爽測量の応用に関するシン訳ジウム，パリにおいて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ967．6，30）．

◇助i致授　中村i獲央「Die　An“rendungen　der　Photogramme・

t点eund　des　Elecしronischen　Rechnens　bei　der　Entwerfs・

gestaltung　im　japanishen　Strassenbau」ドイツ交遊学会電子

計算部会シンポジウム，ドイツ，オッフェンバッハにおいて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1967．7．6）．

◇助教授　中村英失「Stand　der　Photogrammetτie　im　Stra．

ssenbau　in　Japan」ドイツ交通学会測地部会特別講演会，、ドイ

ツ，シエワットガルトにおいて（ユ96乳7・29）・

◇勘i教授　中村英夫「App］ication　of　photogr且mmetry　in　hi・

ghway　design」チェコ写爽測量学会特別講演会，　チェコスロ

バキア，プラハおよびブルノーにおいて（1967．　S．ユO～ユ2）．

◇助教授　中村英夫「Automatic　design　in　civil　engine色ring

・－翌奄狽?@an　emphasis　on　optimization　process」チ＝コスロバ

キア、ブラティスラバ工科大学において（1967！　S．　14）．

◇教授　烏飼安生「近箆離畜場について」　大阪大学産業科学研

究所講演会，阪大産研において（196a3．19）．

◇助教授　三木五三郎「判別分類試験」土質工学会の“土質謝査

試験結果の餌釈と適用囲”講習会，久保講堂において

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ9S81　3．　a5）．

◇助敦擬　石田洋一，研究生長谷川酸、日立中央研　永田文

男「クリープ粒界すべりの機構」日本金属学会講演会，東大工

学部において（1968．4．4）．

◇助教授石田洋一，研究生　長谷川隆，日立中央研　永田文

男「金属結品粒界の敏親構造」日本物理学会年会，　阪大墓礎工

学都において（ユ968．　4．　5）．

◇助教授　河村達難，敢数授　藤商周平，助手　北娠準一，技

官　大平簿史「歓小甦鋼片による鉄塔分流比のモデル試験」昭

和43年電気四学会連含大会　早稲田大学において（ユ968．3．29）．

◇教授　騒脇義雄，助教授　高羽禎雄，技官　西森武弘「相補

形MOS・－FETを用いた抵出カインピーダンス増幅回路」同上，

（同上）

〈〉肋教授浜騎獲二　r徴小億号ホログラムの再生波面に囲ずる

信号対雑音比」同上，（同上）

◇助教挽　山ロ楠錐，投官　掻井正郎「光東面鎖変化方式によ

る溶該色連號捌定装置（第二報）」同上，（同上）

◇助教授　藤井陽一，鼓宮　白石敏，千葉工大学生　押麗孝誰，

三好正美「くりかえしレンズによるレーザ伝送突験」同上，（同

上）

◇助教掻　原島文鑑「インバーター語導竃動機系の留折」同上，

（岡上）

◇教授森脇義堆，助教授　高羽禎雄，助手　生沼徳二「パル

ス分配式多チャネノ巧重凋分折器の計数損率」同上，（196B．　3．　30）

◇助手　十文字弘道，　教授　尾上守夫「軸廓すぺり振動の周渡

数スペクトラムS同上，（同上）

◇教授　肥上守夫，受旺斑究員　岡田勝宏「曲串のある輝みす

べり蛋覇子の解折」同上，（同上）

◇教授　尾上守夫、受託研究員　熊谷雅rベクトル電圧計によ

る損動子定数の衷ll定1同上、（岡上）
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◇教授　尾上守夫，大学院学益　盟月雄蔵「結品を媒望ヱとした

超音波遅延回路」1旧和43年電気四学会連合大会，早稲田大学

において（1968，　3．　ao）．

◇教授　尾上守夫，助手　十文字弘道，技術補佐員、小林洋一，

千葉工大学生　松永繁樹　「光弾性遅延回路における遅れエコー・

の槻測」同上，（同上）．

◇大学院学生　沌野孝則、助教撮　浜崎裏二「多皿光路を利用

した低磁界の光サーキ晶レータ」同上，（同上）

◇助手　岡田三男、助教授浜鰐獲二「フニライト磁心を用い

た小型VHF－UHF帯方lt可｛生結合器」同上（同上）

◇助教授　高木幹雄．日大学生　丸山清「データ伝送における

歪補償方式の演算精度について」同上（圃上）

◇助教授　高木幹雄，日大学生　丸山消rデータ伝送における

歪補臓方式の学智期冊について」同上（同上）

◇助教授　箭木幹雄，技窟　藤木洋「楓度補償水品発振器に開

する一考察」同上（同上）

〈〉助数授　山口楠雄，技官　鈴木俊光，受託研究員　’島巾俊郎

「ディジタル・アナ回グ方式によるハイブリッドタイマ（第2報）」

同上（同上）

◇助教授　安田蛸彦，技窟　野辺田繁「二相位相変欄波同期撞

波方式の位相およびタイミングジッタが誤り率に与える影響」

同上（同⊥）

◇助数授　安田靖彦，技官　村田悠紀夫，技官　野辺田繁、鍛

授（宇航研）野村民也「新聞用広帯域ファクシミリの三植高速

度伝送方式」同上（同上）

◇教授恋脇義雌助教授高羽禎推．技官木下英実「NRZ
形磁気ひずみ運延線銘記憶方式における記号間干渉の一衷現法

について」同上（1968．　3．31）

◇教授尾上守夫，技術補佐員小林洋一「導体に近接した有

限長コイルの特性」同上（同上）

◇助手　赤尼宗一　助数授　浜崎裏二「最平担通過牲性の帯壌

遮断114波長ストリップ隷洒渡器」同上（同上）

◇助教授　安田靖産，披宮　村田悠紀夫，教授（宇航研）野村

民Ul「時間的にiit子化されない二値信号の鷹越度伝送について」

同上（同上）

◇助教授　藤井FS－，大学院学生　岩木呪人「ルビーレーザの

モードロックJ固上（同上）

　　　　　　　　　　☆寄　　　稿☆

◇故教授　躁高澗平，助教授　河村達雄　ほか4名fJapanese

Method　of　Artificial　Pollution　Tests　on　Insu1ators」正EE

Transacti。n50n　Power　Appara士us　and　Systems，8孔3，

PP．729～735　（ユ968．3）

◇助教授　三木五三郎「判別公類試験」　土質調査健験結果の解

釈と適用｛列，土質工学会，p．121～154（196B．3）．

　　　　　　　　　　責受　　　賞☆

◇第四部，石田洋一助教授，長谷川陵研究生，永田文男民（日

立中央研）らは，　4月2日日本企属学会年会においてr金属の

組継写真賞Jを受けた．

　　　　　　　　　　☆溝外渡航☆

◇第2部梅谷陽二講師は中華民罵，台北市で腸ll爵れる第！3

回国廉薫棚技術会議に出席，　ならびにフィリピンにおける精轄

産第の研寛醐査のたあ，3月1日出発し3月21日帰国した・

◇第1都　岡ホ舜三教授，旧村重四郎勘教投ほインド，コノナ

グムの地鎚活動を研究調査のため，3月25日出発し，4月14賢

帰国した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一



◇第4　caS大蔵明光助手（特別研究鋤はカナグ，　ハミルトン

のマックマスター大学において，鉄鉱石の還元に関する研究の

ため，4月24日出発し，44年4月2al輔｝国の予定．

◇第4部菊池真一教畏，本多｛建一IYj　ty授は大朝眠概　ソウル

市で翻かれる韓国化学会議に出席のため，4月25日出発し，4

刀30日帰国の予定・

◇第4部浅原照三教授はlljドイツ’で’ノーバー市でl」脇され

る，第7回国隙金属表而茂術会議に出鵬　またヨーロッパ各国

（デンマーク，西ドイツ，オランダ．イギリス、フランス，スイ

ス，イタリァ）および【｛華民国，タイ国において同会継に関連

する高分子有機高圧反JE；lva係の研究調査のた狛t　4月30日出発

し，5月28目帰国の予定．

〈〉第1部

〈〉第2部

OM　3部

☆所内人事☆

小倉盤夫講鰍ま助教授tζ昇任した（1968．3．工）．

植拳聾亘義助毅輩…は教授にi昇任した　（1司上）．

浜崎襲二助教授は教授に昇任した（同上）．

◇節4部

◇第4部

◇第2部

◇第3部

◇第1部

◇第4部
〈〉第4部

館　先教授は工学部より木所に配置換となった

　　　　　　　　　　　　　　　　　（1968．4．1），

筒橋　群1｝勤教授1ま理学萬Sより木所に配置換となった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（同上）．

木内　學は理」教授に採用された（同上）．

生駒俊明は助教授に採用された（同上）．

芳野俊彦渤手は特別研究員を命ぜられた（同上），

木瀬秀夫勘手は特別研究員を命ぜられた（同上）．

飯田武揚助手は特別研究員を命ぜられた（同上）．
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1　　　　　　　　　　　筆者
…

1◇坪井善勝（Y。・hik・t・u　TSUBOI）東北大学教授工博

1　　　　専攻建築構造学
…

〈〉柴［ll　糾（Heki　SHIBATA）　勘数授　工博　専攻　化学

1　　　灘学
1〈〉山田　嘉昭（YoshiRki　YAMADA＞　教授　工博　専攻　材
｝　　　料力学．型性力学

1◇）ll井　忠彦（Tadahiko　KAWAI）　助教授　工博　専攻　11挙

1　　　樹髄力学，檎造鰍斤学
ご

｝〈〉吉封　信敏（！　obutosh　i　YOSHIMVRA）助手　専攻　1司上

i〈〉久保慶三郎（Keizaburo　KUBO）教1受　工椿　専攻　生産施

i　　設畷工“9，土繍造学
i◇吉田　　　裕（Yutaka　YOSI｛IDA）　鵠師　専攻　生産施設肪

i　　災工学
lO松木畝（N・・ihi＄a　MATSUMOTO）大学院学生専攻
i　　　　土木構造学
｝◇川殿馳（S圭lig・y・K，・NW．t！LMAT．A）助教授工穂轍

　　　　　　生i韮施設防災工学，構造力学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

紹　介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

◇河村灘（T・・…KAWAMURA）」功搬工博轍｛

　　　　　　　電力工学，高｛E圧工学，パルス工学　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　◇f11村賢市郎（Kenichiro　NTAKAMU’RA）　大学院学生　専攻1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
　　　　　　　光化学　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　O勇等池　　」’｛一　（Shiロichi］EくIKUCBI）　教授　　工縛　　専攻　　：に業

　　　　　　　噛蝋光僻　　　　　；
〈＞Vi）iti溝（Hisay°shi　SATO）働搬工博轍切醐
　　　　　　　工作学　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　◇田中　　雌（Hisashi　TANAKA）助教授　工博　専攻　建1

　　　　　　　築生産学　　　　　　　　｛
　◇宇田川邦明（Kuniaki　UTAGAWA）大学院学生　専攻　同｛
　　　　　　　上　　　　　　　　　　　　　｝
◇鋼、弘（Hi，。m。　suzor〈エ）tk授工博轍灘，加1

　　　　　　　工学　　　　　　　　　　　　　｛

。剛棚（M…u・ATAKA）大学醗緻阯l
o9磁（Masaki　K°鋤騰擾専攻交脳工学i
◇楠鰍（Te「‘”ji°S珈功教授聴轍応胱判
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